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－
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日
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ー
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澗
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歯
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衛
牛
週
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且

日
－
2
0
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全
国
交
辿
安
介
運
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．
2
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7
月
1
6
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夏
の
健
康
を
守
る
月
間

　
l
t
－
”
日
七
夕
1
5
1
1
お
盈
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土
用
入
2
3
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大
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用
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帳
と
い
う
手
帳
を
お
波
し
し
ま
年
金
課
て
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

鍵
『
側
議
麟
註
胡
舗
纂

　
　
　
、
市
町
村
役
場
に
も
つ
て
　
と
こ
ろ
て
、
こ
と
し
の
十
1

一
は
り

　
行
き
ま
す
と
、
保
険
料
を
納
め
月
か
ら
支
給
さ
れ
る
も
の
に
、

・
寡
婦
年
万
八
千
円
4
．

　
人
と
死
別
し
、
十
六
才
人
滴
∫

の

子
ど
も
を
衣
つ
て
い
る
付
イ
せ

家
担

で
、
し
か
も
二
十
五
才
以
ら

ヒ
の
イ
ど
も
が
い
な
い
と
き
に
欠

、

4
一
万
二
千
円
。
　
　
　
　
一
お

　
そ

し
て
以
ト
の
福
祖
年
金
は
　
一

ビ顯
蒜
烈
繍
嘆
竺

た

と
い
う
印
に
ス
タ
ン
プ
を
押
福
祖
年
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
一
れ
ま
す
の
で

口
て
く
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
は
・
保
険
料
を
納
め
な
い
で
も
給
や
年
金
を
も
ら
つ
て
い
る
人

ま
す
。
し
か
し
こ
の
印
紙
を
買
支
給
さ
れ
る
年
金
て
、
こ
れ
に
や
、
あ
る
い
は
、
一
定
の
牧
入

つ

て
、
保
険
料
を
納
め
る
方
法
も
い
ろ
い
ろ
と
取
り
き
め
が
あ
の
あ
る
人
て
、
比
帆
的
め
ぐ
ま

は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
り
ま
す
が
、
簡
単
に
い
い
ま
す
一
れ
て
い
る
人
々
に
は
’
支
給
し

実
施
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
一
と
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

元
　
　
闇
閲
閨
五
月
一
日
竃
ぱ
魏

一
べ

て
、
国
の
費
川
で
ま
か
な
わ

　
　
　
　

　
、
い
ろ
い
ろ
な
恩

篭
縫
許
て
万
詩
以
上
の
老
人
に
年
毒
ー
金
に
関
す
藷

五
種
類
あ
り
ま
す

占根大78（1）

旦旦 保
険
料
を
納
め
る
年
金
に
は
、

　
　
　
　
　
　

o

①
老
齢
年
］

障
害
福
祉
年
金

を
行
い
ま
す
。
こ
の
年
金
制
度

一

が

県
民
の
協
力
に
よ
つ
て
、
順

調

に

実
施
さ
れ
る
鹿
児
島
に
し

金
、
②
障
害
年
金
、
③
母
子
年
　
二
卜
才
以
ヒ
の
庚
疾
に
年
一
一
た
い
も
の
で
す
o

集
荷
所
（
大
根
占
農
協
－
宿
利

原
、
神
川
農
協
ー
大
尾
の
ニ
ケ

所

　
そ
れ
ぞ

れ

二
〇
坪
三
九
万
一

円
）
が
す
で
に
完
成
し
て
い
ま
一

す
o

；m1
シ米お
ル　知
へはb

紅
茶
工
場

な
ど
六
六
〇
万
円

　　　　曙
謝
事
業
計
画
決
る

新
農
山
漁
村
建
設
事
業
は
実
一
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

施
第
二
年
目
を
迎
え
、
こ
の
ほ
　
な
お
、
三
卜
三
年
度
の
阜
業

安
鯉
詫
論
藷
註
謡
ビ
詩
霞
一
誌
纏
欝
顯
鋸
芸
淵
W
撚
端
璽
誤

　収
矛入
四役
回に
臨矢
時野
町氏
議再
会任

　

五
刀
二
十
一
日
、

一

問
川
議
会
が
招
集
さ
れ
、 第
四

回
臨
し
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
移
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
期
一
新
築
を
迫
ら
れ
て
い
る
状
況
て

満
．
」
に
よ
る
牧
入
役
の
後
任
に
あ
る
。
簡
易
裁
判
所
は
、
四
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
野
品
氏
の
阿
任
を
決
定
し
ま
一
町
村
貝
同
で
維
打
管
理
を
や
つ

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
の
で
、
近
く
四
ケ
町
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

i

▽い

久
出
収
入
役
の
略
歴

昭

和
八
年
農
会
護
記
、
昭
和
十

「
勺
川
役
場
蛯
8
1
一
記
、
昭
和
十
⊥
ハ

η
牧
入
役
昭
和
十
九
年
応
召
、

昭

和
二
十
三
年
　
復
員
　
復
職

昭

和
三
卜
η
　
牧
入
役

　
・
ハ
月
卜
1
1
日
’

右
‥
い
協
議
会
を
開
き
、
当
面
の

一
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た

※
簡
易
裁
判
所
の
敷
地
問
題

　

現
在
の

簡
易
裁
判
所
敷
地
は

個
人
有
で
あ
り
、
家
屋
も
老
朽

の

町
村
長
、
議
長
会
を
開
き
、

そ

の

対

策
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
。

※

県
道
改
良
工
事
の
問
題

　
三
十

四
4
1
度
の
県
道
改
良
工

　
　
　
　
　冨
・
当
契
橋
ま
で
施
行
さ

町
議
会
で
は
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
一

た

が
、
そ
の
後
、
千
八
百
万
円

で
千
四

百

メ
ー
ト
ル
、
大
体
山

ノ
ロ
ま
で
施
行
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
に
な
つ
て
、
大
橋
ま

で

に
縮
少
さ
れ
た
と
い
う
情
報
一

が
伝
え
ら
れ
、
ま
た
本
省
の
指
一

示
で
設
計
も
変
更
さ
れ
た
と
s
l

う
・
う
な
」
と
て
あ
る
の
で
、
｝

柴

立
県
議
、
浜
崎
前
県
議
等
を

介
し
て
、
県
当
局
の
意
向
打
診

交
渉
を
行
う
こ
と
と
な
つ
た
。

※
護
国
殿
、
慰
霊
塔
建
設
に
つ
「

い
て
、

　
早

v
か
ら
建
設
の
話
が
出
て

い
た

が
、
旧
在
郷
軍
人
会
の
部

分
林
（
約
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を

財
源
と
し
て
、
旧
役
貝
と
協
議
・

の

上
具
体
化
す
る
こ
と
と
な
つ

た
。
※

三
州
パ
ス
営
業
所
の
敷
地
に

つ
い
て

　
三
州
バ
ス
営
業
所
の
敷
地
の

問
題
は
’
農
業
倉
庫
移
転
後
そ

の

ま
x
と
な
つ
て
い
る
が
、
敷

地
を

三
州
に
売
却
す
る
こ
と
と

し
て
、
総
務
委
員
が
交
渉
委
員

と
な
り
、
執
行
部
に
協
力
し
て

交
渉
に
当
る
こ
と
と
な
つ
た
。

完成した河内林道

度事業計画
　　　量
　　　レ
　　　ン32米
　　　工各1

　　　　
花

嫁
募
集

　
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
に
単
独
移
住
し
“
J
　
”
：
年
た
ち
が
、
本

年
で
契
約
か
渦
了
し
、
い
よ
い
よ
自
営
開
拓
に
入
り
ま

す
。　
こ
の
適
齢
期
の
窯
1
1
年
た
ち
か
ら
花
嫁
を
世
話
し
て
ほ

し
い
と
県
に
依
頼
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
希
望
の
カ
は
経
済
課
へ
中
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
年
令
二
十
五
オ
以
下
の
健
康
な
友
性
を
希
望
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
サ

ン

ポ

ー
口
州

　
　
　
　
　
　
　
　
若

夫
婦
移
住
者
募
集

　
ブ

ラ
ジ
ル
国
サ
ン
ポ
ー
ロ
州
艘
業
拓
植
組
△
口
の
雇
用

移
住
者
を
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
若
い
夫
婦
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
、
妊
娠
中

の
人
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
経
済
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
議
銀
舞
鋸
肇
百
石

　

と
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

下真写

宿利原の共同集荷所

｛

上真写

新農村建設54年
1　備　　　考
1受益範囲167戸19．7町
　　〃　43戸　8．9町
　　　　48戸　6．8町
　段中野
　鳥　浜
　笑　喜
　13戸　83人
　19戸　96人

　事　　　業
水路改良718メートノ1
水路336米・サイフオ
水路70米放水路頭首
延長460メートノレ
1棟51坪　　機械1式
1棟20坪

事業主体
神川水利組合
半下石　〃
壱　崎　〃
　　町
紅茶加工組合
神川　農　協
安水
中野

　
　
　
カ

　
　
　

W

」二事
・

　
　
　
　

　

名
泳一羽
業
W
〃
〃
　
　
　
　

林
紅
共
永

町
で
は
近
く
各
農
家
に
予
約
を
お
願
い
す
る
こ
と

に

な
つ
て
い
ま
す
か
ら
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。農
村
モ
デ
ル
住
宅

　
　
　
　
新
築
希
望
者
募
集

　
た
だ

い

ま
、
土
木
事
務
所
で
は
農
村
む
き
の
住

宅
建
築
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

新
築
坪
数
は
十
五
坪
以
上
三
十
坪
ま
で
、
工
事
費

の

う
ち
約
三
十
万
円
の
融
資
が
あ
り
十
八
年
で
返
済
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た

と
え
ば
、
十
五
坪
の
農
村
モ
デ
ル
住
宅
を
建
築
、

工
事
費
五
十
万
円
で
は
自
已
負
担
は
二
十
万
円
と
い
う

こ
と
に
な
り
’
三
十
万
円
を
年
賦
返
済
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
工
事
は
本
人
の
希
望
を
き
い
て
、
設
計
、
監
督
、
施

行

は
「
切
県
の
手
で
行
い
ま
す
。
三
十
三
年
度
で
は
木

原
の
中
村
虎
松
さ
ん
が
新
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
希
望
の
方
は
’
七
月
十
八
口
ま
て
に
土
木
事
務
所
の

建
築
課
か
役
場
の
土
木
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

一

杷＋
翠
度
自
衛
官
募
集

お知らせ一一＝

　

二
　
次

△
採
用

人

員
と
採
用
期
日

二
等
陸

士
　
約
二
七
〇
〇
名

二
等
海
士
　
約
　
三
五
〇
名

二
等
空
士
　
約
一
六
〇
〇
名

△
応
募
資
格
と
受
付
期
間

十
月
中
旬

十
月
下
旬

九
月

　
昭

和
九
年
九
月
二
日
か
ら
昭
和
十
六
年
九
月
一
日
ま

で
に

生
れ
た

中
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
男
子

　
し
め
き
り
は
七
月
二
十
日

△
試

験
　
七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で
の
間
に

　
鹿
屋
市
で
行
わ
れ
る
。

△
そ

の

他
く
わ
し
い
こ
と
は
町
役
場
庶
務
係
へ
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。

お知らせお知らせお知らせ．
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委員長に村山仲助さん

　公民舘運営審議会

報町占根大第？8号

　
町

公
民
舘
で
は
、
公
民
舘
運

営
審
議
会
委
員
の
任
期
が
、
三

月
末
て
満
了
と
な
つ
た
の
で
、

こ
の
ほ
ど
’
各
種
団
体
の
推
せ

ん

に

よ
り
新
委
員
を
決
定
し
た

の

で
、
そ
の
第
一
回
委
員
会
を

、

六

月
八
日
午
前
十
時
か
ら
町

議

会
議
事
堂
て
開
き
、
次
の
諸

問
題
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
　
　
　
　

L
正
副
委
員
長

　
　
　
　
　

選
任
ム
社
会
教
育
法

i
の
改

正
に

と
も

一な
う
本
町
社
会

教

育
の
進
め
方

・

に

つ
い
て

6
E
公
民
舘
の

社
会
教
育
指
導

方
針
と
行
事
計

画
に
つ
い
て

　

な
お
、
新
し

v
選
任
さ
れ
た

正
副
委
員
長
と

委
員
は
次
の
と

お

り
で
あ
る
。

　

町
経
済
課
で
は
’
木
町
産
業

の

振

興
は
、
ま
ず
、
部
落
組
織

に

自
主
性
を
確
立
さ
せ
る
こ
と

か

ら
　
－
と
、
い
ち
早
く
「
競

作
会
、
品
評
会
を
部
落
ゴ
催
で

実
施
す
る
一
と
発
麦
し
た
が
、

　
町

公
民
舘
て
は
、
こ
れ
に
即

応
し
て
、
　
一
部
落
公
民
銘
（
振

興

会
）
の
育
成
強
化
」
を
重
八

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

　
N
X

　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
N
N

　
〃
　
ま
た
、

命愛卯前宮宮本遊外村
　　　田
苫甲原　里園釜喜園山
　　　覚
孝　輝左　直　半　仲
　　　ヱ　　　次
英充夫門林矢清郎強助

　
　

　
　
社
会
教
育
法
改
正
の

お
も
な
も
の
を
挙
げ
る
と

”1

町
村

に
、
必
ず
社
会
教
育
主

　
事
を
置
く
よ
う
義
務
づ
け
ら

　
れ
た
。

ム
社
会
教
育
委
員
に
、
町
村
教

　
育
委
員
会
の
委
嘱
に
よ
り
、

　
青
少
年
に
指
導
助
言
を
与
え

　

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

　

つ
た
。

31

公
民
舘
主
事
の
身
分
が
’
法

　
的
に
確
立
さ
れ
た
。

4．

公
民
舘
の
設
置
基
準
が
明
示

　
さ
れ
、
大
巾
な
国
庫
助
成
の

　
道
が
開

か
れ
た
。

　
等
で
あ
る
。

参
議
員
選
挙
の
結
果

投
票
率
七
五
・
九
五
ブ
H

選
挙
は
’

v
投
票
率
の
低
下
が
気
づ
か
わ

れ
て

い

ま
し
た
が
、
割
合
に
出

足

よ
く
投
票
率
は
七
十
五
％
を

こ
え
、
県
下
で
も
よ
い
成
績
で

六

月
二
細
難
寳
塙
籠

し
た
c

※
投
票
結
果

　

有
権
老
数
男

　

　
　

　
　

女

　
　
　
　
　

計

※無永村谷西※計女男
1効藷讐1；≡lll

票　　新新新自票

彙二西謡彙若纏
　二八六一四　九四〇
　四一八五六　五一八％

三
七
八
六

四
四

二
二

八

二
〇
八

　
　
　
％

石

田
次
男

石
谷
憲
男

鶴
園
哲
夫

川
上
為
治

豊
瀬
禎
一

北
畠
教
頁

重
政
庸
徳

天
の
良
吉

梶
原
茂
嘉

横
山
フ
ク

下
村
　
定

赤
松
常
子

吉
崎
千
秋

田

淵
　
久

自
七
九
四
・
九
八

自
五
二
二

無
四
六
四

自
三
五
七

社

二
六
五
・
九
九

無無社自自自自自自社自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
賀
山
之
雄
緑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米

田
正
文
　
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
岡
光
治
　
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
正
総
一
郎
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
精
一
　
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西

英
雄
　
自

i
i
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
…
…
…
…
⊥
籠
難
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算
を
立
て
・
合
理
的
な
部
正
窟
域
の
実
態
に
即
し
て
・
円
天
谷
よ
し
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芸

（
ポ

ン

カ
ン
、
温
州
、
夏
花
田
　
伝
　
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

か

ん
、
疏
菜
等
）
の
奨
励
奥
む
め
お
　
緑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

つ
と
め
・
こ
の
特
産
化
を
「
山
本
伊
三
郎
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
戸
忠
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

野
本
品
吉

豹
力
日
標
と
し
て
・
強
力
に
こ

の

推
進
を
図
る
こ
と
に
な
つ
た

　

そ
し
て
、
部
落
運
営
指
導
者

の

研

修
会
を
年
三
回
止
施
す
る

、

各
種
団
体
長
と
の
連
絡
会
の

開
催
、
先
進
地
の
研
修
視
察
等

、

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
る

計
画
て
あ
る
。

　

そ
の
第
1
回
の
部
落
長
研
修

会

を
、
五
月
1
1
十
1
日
麓
公
会

←

堂
て

間
催
し
た
。

一
こ
の
日
、
ま
す
本
僧
貝
県
社

会

教

刊
主
事
か
ら
山
話
を
き
い

た

佼
、
三
分
利
会
に
分
れ
て
’

約
二
哨
問
に
わ
た
り
杁
心
な
話

し
介
い
を
行
つ
た
。

　

そ
の
内
容
を
吸
約
す
’
7
ぽ
、

∧

6
6
冶
U
紘
の
Σ
備
を
図
り

運
営
を
民
主
化
す
る

L
各
部
落
と
も
、
甲
急
に
規
約

　

を
作
り
、
部
揺
振
卯
基
本
計

　

画
、
本
司
度
事
業
討
画
、
予

　
運
営
の
基
盤
を
つ
く
る
。

λ

各
種
機
関
、
団
体
か
ら
の
伝

　
達
だ
け
で
な
く
、
部
落
の
身

　
近
か
な
、
問
題
を
出
し
合
い

　
、
話
し
合
い
を
し
て
、
自
主

　
的
に
解
決
を
図
る
。

ふ

つ
と
め
て
話
し
合
い
の
場
を

　
作
り
、
部
落
内
の
各
種
の
団

体
の
連
絡
調
整
を
図
る
と
と
も

組織の整備と
　振興計画の確立

部落長の1日研修

　

に
、
振
興
意
慾
の
昂
拐
と
明

　

る
い
人
間
関
係
の
群
立
に
％

　
力
す
る

▲

部
落
民
の
納
税
の
計
画
化
を

　
指
導
し
、
納
税
組
合
を
強
化

　

し
て
、
、
U
慾
の
昂
揚
を
図
ろ

△
産
業
基
盤
の
碓
立
を
図
る

ぶ

各
部
落
、
日
壮
年
層
を
中
心
に
［
鹿
島
勺
之
リ
コ

　
、
円
：
ム
、
畜
産
、
経
営
、
そ
鹿
島
俊
雄

の

他
の
振
興
同
好
会
の
育
旦
　
　
以
下
省
略

　
を
図
り
、
産
業
振
興
意
慾
の
一

　
昂
揚
と
、
実
銭
活
動
の
推
進
一

　
を
図
る

▲

生

芹
奨
励
に
先
行
し
て
、
輸

白1白無

一
九
八
・
八
六

一
九
〇

「
八
八

一
七
七

一
六
一

一
三
七

11I七
．
九
六

l
o
一
九
七
九
六
九
五
九
三
九
三
九
三
八
五
八
五

八
一
七
九
’
八
五

七
1
六

二
五
六
五
〇
四
八
・
三
五

四
七
四
三

Ml

ki
－
O
山
ハ

三
三
－
九
三

送
、
販
売
の
研
究
に
つ
と
め
す
。

　
、
そ
の
介
珂
化
を
巡
め
る
。

臥

商
店
の
定
休
日
実
施
と
併
行

　
し
て
、

　
私
た
ち
の
社
会
を
犯
罪
か
ら

守
り
，
明
る
い
住
み
よ
い
社
会

に
す

る
こ
と
は
、
国
民
の
だ
れ

も
が
ね
が
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
た
め
に
は
、
過
ち
を
お

農
村
て
も
・
毅
空
　
ゴ
モ
グ
．
フ
横
丁

り設
定
、
保
健
と
レ
ク
リ
エ
ー

ン

ヨ

ン

に
兼
ね
て
、

　
　

神
川
中
原
青
年
団

　
　
　
　
　
　
園
田
　
年
行

一

あ
さ
早
く
　
坂
道
の
ぼ
り

　

草
刈
り
に
　
野
に
は
若
草

　

　
　

　
　
　
鳥
の
鳴
き
こ
え

　
　
　
　
　
　
秋
元
　
澄
子

な
つ
か
し
き
　
祖
母
を
思
い
て

　

病
床
の
　
へ
だ
た
り
き
て
は

一　
　
　
　
　

思

い
通
わ
す
o

4
ξ
i
■
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≡
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i
e
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旦
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I
i
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I
s
n
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三
i
・
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！
J
l
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■
L
U
I
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●
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三
i
・
一
m
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1
1
S
i
l
■
－
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≡
i
旦
三
i
●
＝
l
l
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－
t
l
U
l
l
－
e
l
≡
i
n
l
S
I
S
i
芭
≡
i
●
三
i
旦
t
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M
l
e
l
l
一
l
t
s
■
⊇
l
t
i
三
三
ロ
■
■
T
r
m
J
d
d
d
l
e
”
S
I
e
e
t
≡
l
n
－
・
”
e
n
l
l
e
t
l
l
t

御用心　
　
動

に
運
回
り
ま
せ
ん
・
部
落
の
防
犯
馨
・

おしうリ、あきす

農繁期の防犯
　◎　◎◎たれはた
も農に自百しぐじ各
の薬、転のまれめ家
手の部車かすもて庭
の始屋はぎ゜注効で
と末は外よ
どはくかり
かとらら一
なくくみ人
いに外えの
と注はな留
こ意明い守
ろ、ると番
に子くこ
　ど　う

意果の
とが連
ごあ絡
協が、
力る協
をの力
おでに
願すよ
い゜つ
いくて

ミ
態
に
応
じ
て
、
農
休
日
を
動

　
　
蓮

「
考

え
一
る

　

田
植
え
前
後
の
忙
し
い
こ
ろ
は
e
毎

年
空
巣
ね
ら
い
e
押
し
売
り
、
詐
欺
と

い
う
よ
う
な
犯
罪
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
薬
の
事
故
も
多
く
、
こ
と

し
に
な
つ
て
県
内
で
は
三
件
の
殺
人
事

件
が

お
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
犯
罪
や
、
事
故
の
防
止

ま
、
警
察
の
力
だ
け
で
は
万
全
に
は
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

七

日
総
代
会
を
開
き
　
新
役
員

の
選

出
、
定
款
変
更
な
ど
を
決

定

し
た
。
役
員
会
の
互
選
の
結

一果
新
し
い
陳
容
は
次
の
と
お
り

　
員
と
な
つ
た
。

役
組
合
長
理
事
、
坂
口
不
二

新
郎
　
理
事
、
前
園
栄
　
三

一

の

反
田

友
吉
山
下
森
三

◆

固

◇
亘
読
鞭
諌
活
霞
グ
糞
活

農
業
共
済
祖
合
で
は
五
月
二
十
一
動
が
行
わ
れ
注
目
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
÷
n
　
r
カ
　
こ
ん
ど
は
十
余
人
の
グ
ル

ー
プ
で
、
　
「
花
l
ば
い
運
動
」

を
始
め
た
。

第
一
回
は
五
月
十
四
日
「
菊
の

　
　
さ
し
木
！
二
回
目
は
六
月

動　
　
三

日
一
箱
ま
き
の
し
か
た

霞
鑛
肋
鍾
竃
露
報
供
聾

塩屋の母と子どもの会

　過お親合会主塩五
ましくか唱一催屋月
たまららやがで部十
’

しれの’催一落日
中た楽プ子さ母ての
学゜しレ供れとは母
校　くゼた’子子の
卒　一ンち遊ど供日
後　日トへぎも会に
県　をも母やのの、

ぱ
花
で
う
ず
め
る
計
画
で
あ
な
さ
ん
へ
そ
れ
ぞ
’
t
　
；
t
感
璽

花一
る
。

m
・
t
l
三
i
n
l
三
i
■
ニ
ニ
i
⊆
≡
i
u
t
三
i
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i
u
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1
≡
i
旦
三
i
旦
三
i
●
l
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t
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－
t
l
m
i
●
n
n
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－
■
n
t
t
i
旦
m
t
t
－
■
u
n
M
－
一
m
l
n
t
m
l
i
芭
≡
i
旦
≡
i
ロ
コ
ロ
i
－
I
l
l
t
t
S
■
t
l
M

◎
押
し
売
り
や
、
そ
ぶ
り
の
あ
や
し
い
察
前
の
（
苗
代
期
）
病
害
虫
は
徹

　

田
　
植
　
え

　
　

下
場
で

は
、
六
月
下
旬
よ
り

　　

七
月
初
め
に
か
け
て
田
植
が
な

署

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田

植

る
農
民
L
え
の
一
歩
を
進
め
1
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

勺
々
で
あ
つ
た
o
な
お
、
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る

謹霧
鷲
襲
一
棚

’

自
寸
的
活
動
を
盛
ん
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

る
た
め
、
部
落
長
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社

竃
曇
蕊
皿
竃
鵬
鮭
鷲

◎

ど
ん
な
に
忙
し
く
と
も
火
の
始
末
だ
一

　
け

は

念
い

り
に
　
　
　
　
　
　
　
一

L辮
翻
と
l
状
態
の
人
遁
増
額
が
強
く
要
乎
さ

か

し
た
人
々
を
一
日
も
早
く
更

生

さ
せ
、
ま
た
’
私
た
ち
の
ま

わ

り
か
ら
、
あ
や
ま
ち
を
す
る

人
を

出
さ
な
い
よ
う
に
つ
と
め

る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

「
ま
た
し
や
な
運
動
か

　

r
罪
を

に
く
み
て
人
を
に
く

［ま
ず
L
で
・
犯
罪
者
と
い
う
て
剤
か
乳
剤
を
撒
布
し
二
化
メ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ウ
ン
カ
類
を
駆
除
し
て
く

も
こ
れ
は
個
人
と
し
て
尊
重
さ
虫
、

る
べ
き
国
民
の
一
人
な
の
で
あ
だ
さ
い
。

り
ま
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
は
六
月
十
日
の
強
い
風

確
籠
れ
盟
蕊
龍
硝
議
語
酬
翼
誤

ち
が
つ
た
道
に
踏
み
こ
ま
せ
な
所
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
い

よ
う
に
私
共
国
民
の
す
べ
て
一
苗
の
不
足
に
よ
つ
て
田
植
期

が
・
心
が
け
ね
ぽ
な
ら
な
い
大
が
近
れ
な
い
よ
う
手
配
し
て
お

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

切
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
て
木
年
も
ま
た
・
例
勺
　
っ
ぎ
に
、
田
植
は
「
早
い
が

の

と
お
り
、
法
務
省
の
主
唱
て
丁
柄
」
で
深
か
ろ
う
が
浅
か
ろ

大
i
な
か
困
賄
で
労
力
的
に
も
’
農

　

薬
の
撒
布
量
、
機
械
等
容
易
で

　

あ
り
ま
せ
ん
の
で
苗
取
り
の
前

1　
に

は
か
な
ら
ず
、
マ
ラ
ソ
ソ
粉

、

町
民
の

皆
さ
ん
み
ん
な
そ
ろ

つ
て

こ
の
運
動
に
参
加
し
・
犯
だ
機
械
的
に
肺
え
て
い
る
あ
り

塀
の
な
い
明
る
い
e
み
よ
い
引

　
現
在
浅
植
の
方
法
と
し
て
、

植
ナ
ワ
の
前
に
植
え
て
前
進
し

て

行
く
方
法
が
よ
い
と
し
て
各

地
で
行
わ
れ
て

い

ま
す
が
前
進

植
で
あ
り
ま
す
と
足
型
に
植
え

ら
れ
ず
、
一
応
に
植
え
ら
れ
し

か
も
能
率
が
あ
が
る
と
ま
で
言

わ
れ
て

い

ま
す
。
大
根
占
町
で

は

ま
だ
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が

、

阿
り
の
根
占
町
て
は
早
期
に

試
み
た
そ
う
で
案
外
慣
れ
て
し

6月の農作業

営農相談室

ま
う
と
今
ま
で
の
田
植
よ
り
よ

い

そ
う
で
す
か
ら
’
良
い
悪
い
一
今
後
の
借
理

は

別
と
し
て
や
つ
て
み
る
こ
と
み
期
の
併
水
や
ヒ
エ
抜
き
を
徹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
激
励
の
便
り
が
寄
せ
ら
れ
部
落
一

の

人
た
ち

を

感
激
さ
蔓
し
□

v
だ
さ
い
。

一

早
期
水
稲

一　
二
期
作

用
の
ト
モ
エ
マ
サ
リ

一
は
、
も
う
す
て
に
ハ
シ
リ
を
み

ま
し
た
が
今
月
の
末
は
’
二
化

メ
イ
虫
の
発
蛾
最
盛
で
あ
り
ま

一

す
の

で
害
虫
な
ら
ひ
に
、
紋
枯

病
の
防
除
に
は
、
特
に
留
意
し

て

く
だ
さ
い
。

　
晩
勾
W
の
ぷ
田
床
は
二
十
日
か

ら
二
十
万
口
頃
ま
で
が
播
種
期

に

な
る
よ
う
で
す
。
品
種
は
農

林
寸
八
号
か
農
林
三
十
七
号
を

用
い
晩
生
の
鹿
豊
と
か
端
豊
は

出
穂
後
気
温
に
よ
つ
て
青
枯
に

な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
以
外
の

品
種
は
播
種
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
　
早
期
は

ま
れ
に
み
る
生
育
振

り
て
期
g
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

　
　
　

　

　
、
と
く
に
穂
ば
ら

…
に
ー
し
翼
攣
難
綻
竃
要
じ
や
な
い
か
と
3
t
4
i
”
　
A
y
〈
ま
ー
く
だ
さ
；
o

大

9藷
た
め
吐
が
洗

い
流
さ

会

を

v⊃

く
る

こ

と

に

つ
と

め
ま

収さ
拮ま
にて
開す
き゜
が植
あえ
り方
まに
すよ
のつ
でて

見れ
受て
け根
まが
す飛
゜ひ

中出
耕て
土い
寄る
せの
をを

れ

は

ほ
と

ん
と

害
rh

の
し

わ

し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
と
念
を
入
れ
る
か
工
夫
し
早
や
め
に
行
つ
て
く
だ
さ
い
。

一
間
花
か
ら
倉
に
生
育
が
哀
え

一
て

し
ま
う
の
が
あ
り
ま
す
が
’

さ
二
あ
り
ま
す
B
H
C
の
三
％

か
ニ

コ

B
H
C
粉
剤
を
撒
布
し

て

く
だ
さ
い
。


